
患者向けDX環境整備の実施について

事業目的

〇 患者満足度向上に寄与するデジタルツールを用いて最適化するロールモデルを創出し、都内医療機関に
おける患者満足度向上の取組支援策につなげ、患者の手取り時間を増やす。

〇 受診前から受診後まで一連のデジタルツールを都立病院で先行して導入し、導入前後の効果を検証
〇 検証結果の分析を踏まえ、デジタルツールや導入手順などのガイドラインを作成。都内医療機関への
展開を促進し、患者の待ち時間の短縮による手取り時間の増加など、患者満足度を向上

事業概要

1

効果検証の結果を都内医療機関へ展開することを見据え、都の医療政策に率先して取り組む役割を担う
地方独立行政法人東京都立病院機構にて、効果検証を行う。

地方独立行政法人東京都立病院機構東京都立豊島病院

・本事業では、電子カルテと連携した機能を含む多くのデジタルツール導入前後の効果を実証実験する
ことから、事業期間と電子カルテの更新業務等が重複しないことや、今後、本格的なＤＸ環境の整備に
着手予定であること、また、多種多様で多くの業務を取り扱う医療機関を選定する必要がある。
・都立豊島病院は、令和４年に直近の電子カルテ更新を完了している。また、400床以上の病床と多く
の診療科を有し、多種多様な業務フローを日常的に管理する総合病院であり、今後デジタルツールの導
入によるＤＸ化を進めていく予定であることから、本事業の効果検証の円滑な実施が期待できる都立病
院機構が運営する唯一の病院であるため。

【選定理由】
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〇 医療ＤＸに関するインターネットモニター調査の結果（令和７年第２回医療ＤＸ推進協議会【資料４】参照）等を
踏まえ、都立豊島病院で導入するツールとして以下を想定
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